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トピックス2　インタフェー ス規格見直しによるSSDデータ転送の高速化
　2009年 3月、米国 Fusion-io 社は、データ転送速度が一般従来品に比べ 6～ 8倍になるSSD（Solid 
State Drive / Solid State Disk）を発表した。SSDは多数のNAND型フラッシュメモリから構成され、機
械的可動部を持たないことからデータアクセスまでの時間を短くでき、さらに高速データ転送・耐振性・
静寂性・省エネルギーなどの点で HDD（Hard Disk Drive）より優位にあると考えられるデータストレージ
















までの SSD は、HDD の代替として製品化された経緯








　これに対し、米国 Fusion-io 社はインタフェ スーの見
直しにより、データ転送速度が従来汎用製品に対して




　今回発表の SSD は、グラフィックボ ドー用として知











3）　SCSI Trade Association ロードマップ（2007 年版）：http://www.scsita.org/aboutscsi/sas/SAS_roadmap2004.html
4）　The Serial ATA International organization　“SATA in the News”：http://www.serialata.org/news/sata_in_news.asp
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SAS／SATAは規格発表年を、PCI─ExpressはSSD発表年をプロット
参考文献2）、3）、4）を基に科学技術動向研究センターで作成
注：RAID（Redundant Arrays of Inexpensive 
（Independent）Disks）とは、複数台のHDDを組み合わせ
るが外部からは 1 台のHDDのように利用できる技術。
